


















  要約:病院を基点として乳幼児突然死症候群症例について日本医師会、日本病院会、全

日本病院協会の協力を得て、病院群輪番制に参加している病院および救命救急センターの

3070 施設に対して平成 9年 11月から平成 10 年 1 月末までの 3力月間調査を行った。

 3 力月間の SIDS および SIDS疑い症例は 67 例であった。

 性別は男が 35 例(52.2%)、女が 32 例(47.8%)。年齢は 6 ケ月未満が 46 例(68.7%)、6 ケ

月～1 歳未満が 15 例(22.4%)、1 歳～1 歳半未満が 5 例(7.5%)、などであった。異常発見

者は父が 6例(9.0%)、母が 45例(67.2%)、祖母が 2例(3.0%)、保育園職員が 3例(4.5%)、

病院職員が 2例(3.0%) で、発見場所は居間が 7例、寝室が 40 例、保育園が 3例などであ

った。発見時の様子は睡眠中が 53 例(79.1%)と多く、死亡時までの発育状況は良好が 31

例、普通が 26 例、やや不良が3例、不良が 1例、栄養方法は母乳が 19 例、人工が 28 例、

混合が 11 例などで、習慣性の喫煙歴は母が 20例、父が 31 例にみられた。

 就寝時の寝かせ方はうつぶせ寝が 21例(31.3%)、あおむけ寝が 39 例(58.2%}であった。


